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鴨川沿岸 海岸づくり会議 ～第１回～第４回会議の概要～ 

 

 第１回会議 第２回会議 

会議の主旨 

漁業や観光、レジャー、市民の憩いの場として貴重な海岸線を、侵食などから守り、ふ

るさとの自然を将来に残してゆくため、鴨川沿岸（前原・横渚海岸、東条海岸）の保全

と有効活用をテーマとして、専門家を交えて地域住民、海岸利用者の方々と意見交換を

行う。第１回会議では、参加者全員による現地踏査を実施し、専門家より現地状況の解

説をしていただく。また、踏査を踏まえて専門家より鴨川沿岸の変遷と現状について説

明していただき、沿岸の経緯や課題について参加者の方々と幅広く意見、情報交換を行

う。 

前回の会議（第 1 回会議）および地元ヒアリングの実施結果を受けて、鴨川の海岸利用

者（散策、サーファー）と漁業者の方々から意見、要望等をお話していただく。また、

専門家より海浜の変遷や過去の越波災害等の経緯を含めた海岸の現状と課題、ならびに

高波浪の越波や侵入により機能が著しく低下している鴨川漁港の現状を説明していただ

き、越波・侵食問題の解決と漁港機能の向上へ向けた意見・情報交換を行う。 

 

会議の内容 

・ 鴨川沿岸の現地踏査（参加者全員） 

・ 海岸づくり会議の趣旨説明（鴨川市） 

・ 空中写真に見る海岸の変遷について（宇多氏） 

・ 過去の写真に見る鴨川沿岸の状況について（清野氏） 

・ 海岸の現状（環境、利用、防災）と課題について（宇多氏） 

・ 意見・情報交換 

・ 海岸づくり会議の趣旨説明（鴨川市） 

・ 第 1 回会議の概要報告（会議内容、参加者からの主な意見・情報など）（事務局） 

・ 住民からの情報提供（海岸利用者、漁業者、サーファー） 

・ 鴨川沿岸における海浜変形、越波の現状について説明（宇多氏） 

・ 鴨川漁港前原地区における越波被害の状況、数値シミュレーションによる波除堤設置

効果についての説明（宇多氏） 

・ 意見、情報交換 

会議で得られた

主な成果と課題 

・ 参加者全員で現地踏査を行うことで、海岸の現状についての認識を共有化できた。 

・ 越波対策等の短期的な対策の必要性、漁港の事業計画については再度明確な説明が必

要である。また、海岸施設の建設経緯、海浜変形過程、漁港計画に伴う海浜変形等の

影響評価について整理する必要がある。 

・ 沿岸の抱える問題、課題については繰り返し説明していく必要がある。 

・ 意見、情報交換を通じて、海岸の経緯に関する重要な情報が得られたほか、参加者の

方々が過去の海岸についての情報を得た。今後、情報収集に行うとともに、得られた

情報の整理、鴨川市史等の分析を行う必要がある。 

・ 地域住民や利用者の方々からの情報提供を通じて、海岸の植生、利用、漁港の利便性

向上への要望など、立場毎の意見と実情が伝わった。今後、得られた情報の整理が必

要である。 

・ 沿岸の侵食要因、越波、漁港の現状については、概ね理解された。今後、課題解決へ

向けた方策の検討が必要である。 

・ 参加者の方々との情報交換を通じて、立場毎の意見が明確となった。 
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 第３回会議 第４回会議 

会議の主旨 

越波・侵食問題を解決するための方策の検討を主な議題とし、専門家より、沿岸全域

の海浜変形の予測シミュレーション結果の報告と各種対策工法の長所・短所を説明して

いただく。これを受けて、課題解決へ向けた参加者の方々からの意見や提案を求め、フ

リーディスカッションを行う。また、漁港管理者より鴨川漁港の波除堤整備案の具体的

な目的、方法、実施計画について説明していただく。 

 

沿岸の現状と課題を再認識し、課題解決に向けた議論内容の焦点を明確にするために、

沿岸毎の課題の再整理を行う。課題解決が急務となっている東条海岸に関しては、海岸管

理者より受益者側へのヒアリング結果を含めて越波対策の経緯と必要性を説明していた

だく。また、侵食対策を含めた沿岸の短期・長期的方策については、地元有志からの提案

をいただき、専門家、参加者の方々と意見・情報交換を行う。 

 

会議の内容 

・ 海岸づくり会議の趣旨説明（鴨川市） 

・ 第 2 回会議の概要報告（会議内容、参加者からの主な意見・情報など）（事務局） 

・ 前原海岸の過去の写真の紹介（事務局、写真提供者は森住氏） 

・ 東条海岸の沿岸生態系（アザラシ、ウミガメ）についての話題提供（清野氏） 

・ 第 2 回会議内容（海岸・漁港の現状と課題）のおさらい（宇多氏） 

・ 鴨川漁港前原地区への波除堤設置後の、汀線変化予測結果についての説明（宇多氏）

・ 越波・侵食についての一般的な対策工の概要説明（宇多氏） 

・ 鴨川漁港前原地区における波除堤の整備案についての説明（南部漁港事務所） 

・ 意見、情報交換 

 

・ 海岸づくり会議の趣旨説明（鴨川市） 

・ 第 3 回会議の概要報告（会議内容、参加者からの主な意見・情報など）（事務局） 

・ 鴨川漁港前原地区における波除堤整備についての現状報告（南部漁港事務所） 

・ 東条海岸の海浜植生（つるくさ）の現地観察結果についての話題提供（清野氏） 

・ 沿岸の抱える課題と方策の再整理（事務局） 

・ 越波対策の必要性についての説明（鴨川整備事務所） 

・ 地元有志からの対策案の提案（サーファー） 

・ 意見・情報交換 

 

会議で得られた

主な成果と課題 

・ 参加者の方々の海岸・漁港の現状への理解が進み、越波・侵食対策の各種対策工の概

要についても概ね理解された。今後、沿岸毎の課題と越波対策を含めた長期・短期方

策を整理し、広く意見を求めて検討を行う必要がある。 

・ 鴨川漁港前原地区の波除堤整備案については目的、方法、実施計画について合意が得

られた。 

・ 意見、情報交換を通じて、既設の海岸保全施設の見直しや、海面上昇の影響を指摘す

る意見等が得られた。 

 

・ 東条海岸における越波対策の必要性についての県の立場を表明し，参加者の方々の理

解が得られた。今後、越波対策案の具体的な検討を進める必要がある。 

・ 地元有志（サーファー）の提案を軸として，今後，短期の方策（越波、サンドリサイ

クル）に関する情報収集や基本検討を進めることで合意した。養浜砂に関する基礎情

報の整理として、加茂川、港内の土砂分布や堆積状況の調査を行う必要がある。 
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養浜 前面勾配は 1:10、後浜幅 20m 

1：10 

2003年1月　京葉測量（株）撮影   

 


